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農家に共通している点は，手労働中心で施設，機械は

最小限に抑え，流動費，特に購入飼料代．すなわち乳

飼率が低い点である。ミルカーの能率についてみると

4頭では手搾りの費用は70．555円，ミルカー71406

円と手拘りのほうが有利であり，5頭になってミルカ

ーのほうが有利である。草刈機と大鎌との能率を比較

すると1時間当りで草刈槻nO5dha，大鎌nO58

ba　と差はない。ただしこれは5分間刈取面酷を1時

間に換算したので，現実に1時間刈取面積を比較すれ

ば若干草刈機の有利性が出てくると思われる。いずれ

にしても以上のように2－4頭段階での機械能率は低

いので手労働を主体とすべきである。一方，所得の規

定要因として乳量と乳飼率が上げられる。乳牛の質と

乳量とでは若干正の相関がみられる。現実の農家は牛

舎等にかなりの資金を使っているが乳牛にはあまりか

けていない。よって2～4頭段階では第－に乳牛，次

に乳飼率を下げるため，適期作業を可能にする耕種関

係の機械に資本を使うべきである。頭数が5～‘頭と

増大するにつれて機械の能率が向上する。利用率が2

～4頭と同じでも生産能率は2～4頭より高くなる。

したがって5頭以上になってから省力用機械，施設を導

入して頭数を多く飼育し，直接生産物を上げる流動資

本を投下し，7頭までの段階では畜舎には資本を多投

すべきでなく，新築価格で1．5～2．0万円程度にすべき

である。なお，牛舎の建て方としては，一般的には次

のようである。2～5頭段階で成牛5～占頭収容可能

面額を目標にして改築を行ない，さらに5～d頭段階

で9頭を目標にして改築を行なう。以上投資の手順を

要約すると第一に乳牛，耕種関係の機械，労働力節減

を図る秩桟，最後に畜舎等の施設の順である。

8．む　　す　　び

固定資本装備は，ある時は最小限に，しかしある時

は稽極的にとその条件に応じて適切に行なう必要があ

る。固定資本の効率的な利用のためには究極的には頭

数の拡大が絶対的条件となる。しかし現実には農家の

飼料基盤はきわめて貧弱であり，それが乳牛頭数を規

制する最大の要因となっているので，今後，契約栽培，

裏作小作等による飼料基盤確保の方法を検討する必要

がある。

経　営　規模　指標　に　つ　い　て

赤　間　東　吉

（宮城県農試）

1．ま　え　が　き

最近経営規模の拡大が経営改善の柱になっているが，

その場合拡大すべき経営規模とは如何なる内容を指し

ているかが問われている。そこで宮城県農試経営部が

過去数年にわたって研究してきた地域計画の方法論的

研究の中から今回は特に経営規模指標について一私見

を得たので報告する。

2．研　究　方　法

経営規模の概念規定や経営規模の指標を確定するた

めの文献の整理ならびに統計資料の蒐集，現地調査等

によって行なう。

5．研　究　成　果

t　経営規模の概念規定

一般に集約度概念を加味した耕地規模と解され次の

式で表現されている。

経営規模＝耕地面積×
投下資本＋投下労働

単　位面　積

しかしこれらは抽象的な概念であるばかりか耕地を必

要としない畜産部門等に適用しがたい。そこでここで

は土地，労働，資本等の生産手段それぞれの資源量を

併立的に把握した場合のことをいい，そして経営体ま

たは経営者が所有する資源量のことを与件的経営規模，
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作目の面檀規模や頭数規模が必要とする資源量のこと

を最適経営規模，さらに与件的経営規模の中で最高利

益を目的として組み合わせらるべき部門規模を経営組

級の規模と規定する。

2．診断ならびに計画の意味

前述の概念規定に基づき最適規模を確定し，それを

指標として与件的経営規模を照合し，その資源量の過

不足を検討することを診断といい，過不足を調整した

りあるいは逆に資源量に合わせて部門組織の規模等を

決定することを計画という。したがって診断といい計

画といいその基礎は最適経営規模指標の確定にある。

しかし土地，労働，資本等の資源は自由に獲得または

利用し得ることもあれば，いろいろの制約から選択利

用が困難な場合もある。自由に選択する条件があれば

最適の計画（ベスり　がたてられるし，資源が自由に

得られない場合でも与件としての資源量の範囲内で作

目の組合せ如何によって利益を高めることができる

（ベター）。

5．経営規模指標

（1）個人経営における規模指標

個人経営が必要とする規模は経営の目的や経営条件

の異なるにつれ一定ではない。経営の目的が家族の家

計を賄うに足る所得の追求にあるとすれば，経営規模

もその所得を生み出すための必要資源量でなければな

らない。客観的な所得必要額を把握するためには，消

費単位1人当りの家計費を確定することにより家族構

成員当りの必要所得額が求められる。必要所得額が解

って単位面積や頭羽数当りの所得額が明らかにされれ

ば，作目規模を容易に算出することができる。作目親

棟が明らかになれば必要資源量も調査データや統計数

値から把握することができる。以上は資源が自由に得

られる場合の指標確定方法であるが，地域計画等の場

合には個々の農家の計算を省略するため，次のような

早見表を作成すると便利である（第2図参照）。作図

の要領については後で述べる。次に資源量が自由に得

られない場合，たとえば耕種部門のように耕地が所有

によって規制され，あるいは生産のために投下される

労働量が家族労働以外に自由に調達できない場合は，

資源の制限量の中で必要資源量の異なる作目を導入し

組み合わせることによって，より高い所得を期待する

ことができる。つまり現実に即して与件的経営規模の

中で経営組織の規模指標を確定する方法がとられる。

この指標を得るには線型計画の手法を用いるのが適当

かと考えられる。手法の説明については後で述べる。

以上は個人経営における適正規模把握の方法について

述べたが，次に集団組級の適正規模把握の方法につい

て述べる。

（2）集団組織の規模指標

個人経営における規模は前述のように所有する資源

量に制約されるが，この所有や利用を共同化すること

により制限の梶を越えて規模を拡大することができる。

特に個人経営の規模では困難な機械化の場合，小資本

の集積，稼働面酷の拡大により機械化導入を容易にし

機械化作業の経済性を高めることができる。機械化導

入を目的とした集団組織の規模は，機械のもっている

性能（能率）や作物の作期幅内の稼働日数によって決

まる（これを機械作業の負担面積という）。また機械

作業の経済性から経済面積を把達しそれを集団組級の

適正規模とみなすことができる。

4　経営規模指標の確定

（1）家計費充足からみた規模指標

前述したように家計費から必要所得額を算出する場

合は，個々の農家の生活水準や家族構成により区々に

なっているので客観性を持たせるため，一般動労世帯

の消費単位1人当り家計費を基礎に世帯消費人員を乗

じて世帯人員当りの家計費とする。そして消費単位は

便宜上第1真一1，2に準拠し世帯人員を把超し，1

人当り家計費を20万円とすれば，かりに5人家族

（消費単位で換算）の家計費は100万円となる。

第1蓑－1

年 令 ガl　　 性 別 男 女

1　 ～　　　 7 0．4 n 4

8　　 ～　 1 4 0．8 8 8

1 5　 ′・｝　　 d O 1．0 0．9

8 1　 ～　 7 0 n 9 0．7

7 1　 以　　 上 n B 0．8

農林省資料

第1義一2

妄言うー　　 性別 男 女

0　　へノ　　 1 0．5 n 5

2　　～　　　 4 n 4 0．4

5　　～　　　 7 0．5 n 5

8　　～　 1 0 n 7 n 7

1 1　 ～　 1 4 n 8 0．8

1 5　　～　 2 0 0．9 n 9

2 0　 以　　 上 1．0 n 9

内閣統計資料
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A．家族構成別所得必要額と作目規模早見表

家族構成別農家の適正規模を把握するには第1回に

示すような早見表を作図すれば必要所得額をみたすべ

きいろいろの作目の組合せが得られる。

2
（
頭
数
）

第1図　家族構成別所得必要額と作目規模

B．作図の要領と図の読み方

（訂第1図におけるⅩ軸は1万円単位ならびに乳牛の

1頭当り所得で刻んだ乳牛頭数線，Y軸は1万円単位

ならびに1ha当り所得金額で刻んだ稲作面着を示し，

両軸を結んだ斜線は4～7人の所得必要額を示す。

（参若し三部門以上の組合せを分析する時は水稲部門

のように所有面積が明らかで部門所得のはっきりして

いるものについては，あらかじめ必要所得額から控除

して置いてその残額を斜線にとり，二部門の組合せを

考えればよい。

（2）経営の所有資源量からみた経営組織規模

前述の規模指標は土地，労働，資本等についての資

源量が自由に得られる場合の適正規模抱起の方法であ

った。つまり肉畜部門のように土地と労働力をあまり

必要とせず資本量だけが必要で，その資源も融資の道

が開かれ自由に取得できるので，これらは前述の手法

で規模把握ができるが，耕毯部門の如きはその規模が

土地所有や家族労働力に規制され，しかも外部からの

調達が一般に困難である。このような場合は第1に単

位当り所得が高いこと，第2に資源をあまり必要とし

ないで作目の規模が拡大できるような作目をまず選択

し，次に資源利用上競合しないような二種以上の作目

の組合せを工夫する必要がある。これらに答えてくれ

るのが線型計画の手法である。

A．線型計画における図解法

線型計画は一般に難解とされているが，図解法は比

較的容易でしかも適正規模把握の目的なら充分この手

法で間に合うと考え，あえてここに引用することにし

た。図解法といえども作図を行なうための簡単な単体

表の作成が必要である。単体表というのは連立一次方

程式を表にしたもので，線型計画の基本原理は連立方

程式を解いて最適計画を立てることに外ならない。い

まある農家の所有する資源量，労働力2人で（制限）

土地は開拓農家で面積に制限は無いものとし，水稲，

大豆，牧草，キュウリ，イチゴ等の作物の中から適作

物を選択し，なおその組合せの定量分析を行なう場合，

第2，5蓑のような単体蓑が必要である。

3．回解法における作図要領

第2回によりⅩ軸に5月中旬労働，Y軸に10月上

旬労働をとり，第5表に従って座標をとりそれぞれ原

点Aと結べば夏秋キュウリ，牧草，イチゴ，水稲，大

豆等の　5　0万円当　りの投下労働線になる。

これによる　と牧草と大豆が最も投下労働が

少なく　なっている。しかしこれらは対角線か
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第2衰　単　体蓑の1

資　　　 源　　　 名 制　 限　 量

労　 働　　 係　 数　　　 （1 D a 当 り）

稲　　　 作 大　　　 豆 牧　　　 草 夏秋キュウリ イ　　 チ　 ゴ

5　月中　旬　労 働
2 0 0 時 2 m D 時 n 5 5　 時 1．4　 時 7 0　 時 7　 0　 時

1 0 月 上 旬 労働 1 8 0 　 2 n O

「 「 評 円

8．0 0

2．5 万円

m 7

1．5 万円

1 5．0

1 1．0 万円

4 4 0

15．D 万町比　 例　 利　 益

第5表　単　体表の　2

資　　 源　　 名 制　 限　 量

5 0　万　 円　 当　 り　必　 要　 労 働　 量

稲　　　 作 大　　　 豆 牧　　　 草 夏 秋 キュウリ イ　　 チ　 ゴ

5　月 中　 旬　 労 働
時 時 ‘．5 時 時 時 時

2 0 0 1 0 2．0 5 2．4 1 8 鼠0 1 8 4 8

1 0 月 上 旬 労 働 1 6 0 1 0 2．0 7 2．0 1 占．2 4 0．5 1 0 5．d

第2図　線　塑　計　画

ら遠く離れ，牧草については10月労働，大豆に

ついては5月労働が余ることになる。労働力を余

まさないようにするためには，対角線の両側に近

い水稲と牧草を組み合わせて最高利益を挙げ得る

ようそれらの規模を決定する必要がある。それに

はまた第2回のように，牧草，水稲の投下労働線

AB，ACを労働制限線まで延長してAB’AC′

とし，次に対角線のA′点を起点としてAC′lこ平行

にA‘♪を引きその交点を♪とし，さらにAB’に平

行にA′Eを引きその交点を且とすれば，AJ）A′丑は

平行四辺形となる。平行四辺形における新牧草線

A工）と新水稲線AEの和は，対角線AA′に等しく

なるはずである。対角線は労働制限内で5月・10

月労働を全部活用して最高利益を挙げ得る線であ

る。作図によって得られた答は，利益の高い牧草

を単作すれば145ha．が耕作され利益が189万円

得られる。ただし10月上旬労働が80時間遊休

化する。労働力をフルに活用するため組み合わせ

られた稲作と牧草の部門規模は，それぞれd D a

と5．7baでそれらの総利益は110万円となり，

労働力を余しても牧草単作が有利であるという解

が得られた。

（31集団組級化における規模指標

機械化を中心として組織化される集団規模の確

定にこっある。一つは機械作業の負担面積をもっ

てその規模とする場合，他は機械化作業の運営と
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作業経費を固定費と変動費部分とに仕訳して，それを

利用料金や省力化貸金との見合いで経済限界面積を把

握し，それをもって集団の規模とする場合とである。

前者の負担面帯の把垣方法は次の算式によって得られ

る。

作業別負担面積
作期幅内実稼働日数×日稼働時間

機械能率（単位面者当り時間）

ただし実稼働日数を計算する場合は累年気象統計の

降雨量による。

次に経済面帝の把撞方法は第5園に示す損益分岐点

図によるかまたは次の算式による。

損益分岐点＝固定費－（1－
（経済限界面積）

変動費

利用料金収入

0

l悌攣汐 l

l
l

固定 費線 ！

l
l
l
l
l

第5図　損益　分岐点

ただし固定費とは機械購入資金利子，減価償却費変

動費とは燃料費，労働費，修理費等。第5図の作図法　　要するに集団組級規模は経済面積と負担面積の間で決

は紙面の都合で省略するが第5国のABは金額の外単　　定することが望ましい。

位面積当り所得金額で目盛る必要がある。

草　地　機　械　費　試　算

－山地傾斜地における牧乾草およびサイレージの生産費について

佐々木正勝・山口与祖次郎・蛇沼　恒夫・淵向正四郎

（岩手県苔試外山試験地）

1．ま　え　が　き

現在行なわれている草地機械の大型化は，経済的に

問題が多い。また，実際に牧乾草，サイレージの生産

費を算出してみても草地機械費の高いことがわかる。

そこでどのようにすれば経済的に引き合う機械化が可

能であるか，牧乾草とサイレージの生産費を中心にし

て機械導入の計画を立てる場合の参考資料に供する目

第1蓑　傾斜産別草地面積比（調査面積87ha）

的で，当場外山試験地の昭和44年度実績から経済計

算を試みた。

2．貯蔵粗飼料調製の概況

当試験地は標高‘80～975仇で採草地，放牧地の約

40感が10～15Cの傾斜度をもついわゆる山地憤斜地

にあり（第1表），気象条件も平地と異なり特殊な‾場

合が多い。

0 ～ 5 （】 5 ～ 1 0 0 1 0～ 1 5 C
1 5～ 2 ㌧ 」

草地別
傾斜度

20～25e

22　痴 44　啓 52　痴 2　痴 ＿　喀

5 1占 48 25 7

25～500

採　　　草　　　地

放　　牧　　　地


